
最新値最新値最新値最新値 目標値目標値目標値目標値 達成度達成度達成度達成度 評価評価評価評価
指標指標指標指標のののの
ウエイトウエイトウエイトウエイト

1 b 10.52 9.0 83.1% a 1.00

2 a 78.13 87 89.8% a 1.00

3 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

4 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

5 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

6 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

a ａａａａ

２２２２　　　　市民生活実感評価市民生活実感評価市民生活実感評価市民生活実感評価　　　　　　　　*この評価は，毎年５月頃に実施している京都市市民生活実感調査のアンケート結果を基にしています。
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有効回答有効回答有効回答有効回答
者数者数者数者数

評価評価評価評価

37 221 72 34

7.4% 44.2% 14.4% 6.8%
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25年度25年度25年度25年度

77.9

2

3

4

‐

‐

市内の空き店舗率（％）

商店街組織に加入している商店の割合（％）

‐

‐

a

‐

‐

27年度回答27年度回答27年度回答27年度回答

客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価
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施策番号 0805080508050805

施策名 地域地域地域地域のののの特性特性特性特性にににに応応応応じたじたじたじた商業振興商業振興商業振興商業振興

　京都ならではの「華やかな都市のにぎわい」を創出することを目指し，地域の魅
力を高める商店街づくりや環境への負荷の低減，次代を担う商業者の育成，都心商
業地域の活性化等に寄与する取組等を推進する。

１１１１　　　　客観指標評価客観指標評価客観指標評価客観指標評価

概要

施策に関係する
主な分野別計画等

京都市商業活性化アクションプラン２０１１

担当局・部室

上位政策 8　産業・商業

産業観光局・商工部

施策施策施策施策のののの評価評価評価評価

5

共管局・部室

市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価

設問設問設問設問

京都の商業は盛んで楽しく買い物ができ，元気な商業者
が多い。

‐

‐

‐

‐

26年度26年度26年度26年度

27年度評価27年度評価27年度評価27年度評価

前回値前回値前回値前回値
指標名指標名指標名指標名

‐



３３３３　　　　総合評価総合評価総合評価総合評価（（（（客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価＋＋＋＋市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価））））

ａ ｃ
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＜＜＜＜このこのこのこの施策施策施策施策をををを構成構成構成構成するするするする事務事業事務事業事務事業事務事業＞＞＞＞

1 62,744 51,280

2 12,986 15,152

3 9,478 9,688

4 9,236 9,331

5 10,566 0

6 6,929 5,000

7 8,517 2,500

8 - 1,571,345

9 - 15,254

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

＊予算額には人件費及び施設管理に係る経費を含みます。

＜＜＜＜今後今後今後今後のののの方向性方向性方向性方向性＞＞＞＞

重み付け

事業名

BBBB

（重み付けの理由）
　本市は，市内小売業全体販売額に占める中小小売店舗の販売額のシェアが高く，中小小売店
舗の状況をよく反映している客観指標評価を重視して評価することが妥当であると考えるため

（原因分析）
【客観指標】●市内の空き店舗率については，短期的経営を含め一部サービス業の空き店舗利用により空
き店舗率が減少し，b→a評価と改善した。
●商店街組織に加入している商店の割合については，京都市商業活性化アクションプラン２０１１に基づく
取組を進めた結果，地域の魅力を高める個店の活性化が促進され，3年連続a評価と高い評価で安定してい
る。
【市民の実感】市外で大規模な商業開発が進んでいるため，市内の商業活性化についての評価が相対的
に低下し，昨年度に引き続きｃ評価となった。

施策施策施策施策のののの目的目的目的目的がかなりがかなりがかなりがかなり達成達成達成達成されているされているされているされている

26
年
度

今後今後今後今後のののの方向性方向性方向性方向性のののの検討検討検討検討

小売商団体助成

京都市商業活性化アクションプラン2011総合推進事業

商業グループ活性化支援事業

商店街街路灯ＬＥＤ化推進事業

都心部地域商業活性化事業

「京都市プレミアム商品・サービス券」の発行に伴う消費喚起・生活支援対策

空き店舗流通促進モデル事業

B

B

□　市民の実感☑　客観指標

事業費の状況（千円）

26年度
決算額

27年度
予算額

商店街等支援事業

商業基盤強化対策

●観光や大学との連携，地元特産品や地域資源を活用した商店街の取組への支援，京都市商店街応援隊女子部
による商店街支援，空き店舗対策等を通じて，地域の魅力を高める商店街，集客販売力のある商店街づくりを
推進する。
●商店街等の若返り・活性化を図るため，商業者を目指す求職者を対象に研修を実施し，創業及び就職につな
げる。
●商業グループ活性化支援事業により，個店の魅力アップや社会課題の解決に資する商業，魅力あふれる地域
商業の環境づくりを推進する。
●商店街や地域商業者による地域の買い物環境向上を推進する。
●商店街街路灯のLED化支援により，環境負荷の低減に寄与する商店街づくりを推進する。
●都心部商業活性化事業により，空き店舗などの都心部の課題解決のための研究会を開催する。

産業観光局

産業観光局－

－

担当局
27年度事務事業評価結果
における目標達成度評価

産業観光局

産業観光局

産業観光局

産業観光局

産業観光局

産業観光局

産業観光局

普通

良い

良い

良い

普通

良い

良い



１１１１　　　　指標指標指標指標のののの説明説明説明説明

２２２２　　　　指標指標指標指標のののの意味意味意味意味 ３３３３　　　　算出方法算出方法算出方法算出方法・・・・出典等出典等出典等出典等

４４４４　　　　数値数値数値数値

達成度

数値 83.1%

数値 目標年次 達成度

数値 5.1 32年度 -6.3%

５５５５　　　　評価基準評価基準評価基準評価基準 ６ ６ ６ ６ 基準説明基準説明基準説明基準説明 ７ ７ ７ ７ 評価結果評価結果評価結果評価結果
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a b aaaa

１１１１　　　　指標指標指標指標のののの説明説明説明説明

２２２２　　　　指標指標指標指標のののの意味意味意味意味 ３３３３　　　　算出方法算出方法算出方法算出方法・・・・出典等出典等出典等出典等

４４４４　　　　数値数値数値数値

達成度

数値 89.8%

数値 目標年次 達成度

数値 90.0 32年度 86.8%

５５５５　　　　評価基準評価基準評価基準評価基準 ６ ６ ６ ６ 基準説明基準説明基準説明基準説明 ７ ７ ７ ７ 評価結果評価結果評価結果評価結果

25 26 27272727

a a aaaa

最新数値の目標値に対する達成度が
a：80%以上
b：60%以上～80%未満
c：40%以上～60%未満
d：20%以上～40%未満
e：20%未満

当該指標については，民間部門の寄与
度が比較的高いことから，80％以上を
ａ，以下20％刻みで基準を設定した。

全国順位
中長期目標

0.23ポイント増 87.0

根拠

事業担当課で設定

数値 根拠

中長期目標達成のために当年度達成すべき数
値＝平成21年度現況値（83.3％）と目標数値
（平成32年度90.0％）から各年度の目標数値
を等差的に算出

備考

総店舗数に占める商店街組織に加入している店舗の割合

京都の商業の活性化に向けた商店街の振興状況を示す
指標

出典：事業担当課調べ

前回数値 最新数値
推移

目標値

25年度 26年度

77.9 78.13

指標名指標名指標名指標名 商店街組織商店街組織商店街組織商店街組織にににに加入加入加入加入しているしているしているしている商店商店商店商店のののの割合割合割合割合（％）（％）（％）（％）

担当課 商業振興課 連絡先 ２２２２２２２２２２２２－－－－３３４０３３４０３３４０３３４０

最新数値の目標値に対する達成度が
a：80%以上
b：60%以上～80%未満
c：40%以上～60%未満
d：20%以上～40%未満
e：20%未満

当該指標については，民間部門の寄与
度が比較的高いことや景気動向にも影
響を受けるため，80％以上をａ，以下
20％刻みで基準を設定した。

全国順位
中長期目標

1.28ポイント減 9

根拠

調査により把握している過去最少の数値
（平成11年度調査）

数値 根拠

中長期目標達成のために当年度達成すべき数
値＝平成21年度現況値（11.5％）と目標数値
（平成32年度5.1％）から各年度の目標数値
を等差的に算出

備考

商店数に空き店舗数を足した数に占める空き店舗数の割合

商業の活性化状況を示す指標 出典：事業担当課調べ

前回数値 最新数値
推移

目標値

25年度 26年度

11.8 10.52

担当課 商業振興課 連絡先 ２２２２２２２２２２２２－－－－３３４０３３４０３３４０３３４０

施策名施策名施策名施策名 0805080508050805 地域地域地域地域のののの特性特性特性特性にににに応応応応じたじたじたじた商業振興商業振興商業振興商業振興

指標名指標名指標名指標名 市内市内市内市内のののの空空空空きききき店舗率店舗率店舗率店舗率（％）（％）（％）（％）


